
□荒川流域一斉水質調査の経過

１９９５年１０月に国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所の協力を受け、２７団体が参加して第一回の水質調査を実施
した。それ以降毎年６月の第一週の日曜日に実施してきた。参加団体は次第に増え、市民団体の他にも大学など４０前後の団体や
個人が参加する大規模な活動になった。 また、 調査範囲も荒川流域から利根川水系や新河岸川水系の河川や用水路にも広がって
きた。長年、新河岸川水系や多摩川水系の団体に合わせて同日に実施してきたが、２００４年からは全国水環境マップ実行委員会
による全国一斉水質調査がスタートしたため、実行委員会に参加して実施してきた。

□調査試薬と調査器具について

２０１０年からは、全国一斉水質調査に合わせた上限が ８ｍｇ／Ｌ の低濃度用パックテストを使ったＣＯＤとＥＣメーターに

よる電気伝導率の測定を行っている。ＣＯＤは、各ポイントについて３回調査し、その中央値をＣＯＤ値とする。上限を越えた時
は蒸留水で希釈して測定する。電気伝導率は、ｍＳ／ｍで表記している。

□２０２５年度の調査結果について

２０２５年度は２３団体、２大学、２個人が参加し、２２２地点で調査を実施した。２０２４年度に比べると降雨の影響か全体

に水質検査の数値が低かった。ＣＯＤについては、最も数値が高いところは石井の下水処理場だったことから、これからは下水処
理水のさらなる改善が必要であると思う。ＥＣの数値については、検水前の機器の調整と数値の読み方が今後の課題であると思わ
れる。下図は荒川本川・支流で継続して６年以上調査を行っている調査地点（ＣＯＤ １７２地点、ＥＣ １０８地点）のデータ
をまとめて、グラフ化したものである。

調査地点の COD (mg/L) レベル別構成比の推移
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調査地点の EC (mS/m) レベル別構成比の推移

白岡市観光協会水辺の里親会の皆さんに
よる元荒川八幡橋下での水質調査の実施
状況 (6/2)

与野ドングリの森と水辺サポーターズの
皆さんによる高沼用水路東縁での採水の
様子 (6/1)

川の博物館ボランティアの会の皆さんによる
宮川（川博の上流）での採水の様子 (6/8)
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